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『樂

邦
文
類
』

の
浄

土
思
想
史
的
意
義

柴

田

泰

は
じ
め

に

一
一
九
八
年
、

日
本
で
は
全
く
新
し
い
浄
土
教
が
誕
生
し
た
ほ
ぼ
同

じ
時
代
、

一
二
〇
〇
年
に
中
国
で
は
中
国
浄
土
教

の
特
徴
を
端
的
に
示

す
豊
富
な
資
料
が
編
集
さ
れ
た
。
前
者
が
法
然

『選
択
集
』
、
後

者

が

宗
曉

『
楽
邦
文
類
』
で
あ
る
。
そ
の
後
、
法
然
を
宗
祖
と

す

る
浄

土

宗
、
そ
の
弟
子
親
鶯
の
浄
土
真
宗
が
日
本
浄
土
教
の
主
流
と
し
て
発
展

し
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
有

名

で
あ

る
。

一

方
、
『楽
邦
文
類
』
も
そ
れ
ま
で
の
中
国
浄
土
教
の
特
徴
を
顕
著

に
示

し
、
そ

の
後
の
中
国
浄
土
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、

し
か
し
、

本
書

の
価
値
は
そ
れ
ほ
ど
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
浄

土
思
想

の
諸
問
題
を
考
究
す
る
と
き
、
そ
の
多
く
は
本
書
に
至
り
、
更

に
本
書
を
起
点
と
し
て
、
そ
の
後
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

 
本
稿
で
は
、
中
国
浄
土
教
に
お
け
る
唯

一
の
資
料

集

成

『楽

邦

文

類
』
の
思
想
が
浄
土
思
想
史

の
上
で
ど
の
よ
う
な
意
義

・
価
値
を
持
つ

(
1
)

か
を
考
え
よ
う
。

一
『

楽
邦
文
類
』

の
概
要
と
従
来

の
見
解

本
書
の
編
者
宗
暁
 
(
一
一
五
一
-
一
一
一
四
)
 の
交
友
関
係
か

ら
、
宋

代
浄
土
教
の
様
相
を
論
究
さ
れ
た
野
上
俊
静
博
士
は
、

 

『楽
邦
文
類
』
五
巻
は
、
親
鷺
の

『教
行
信
証
』
に
影
響
を
あ
た
え
て
い
る

 

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
真
宗
関
係
の
学
徒
に
、
は
や
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き

 

で
い
る
が
、
そ
の
全
体
的
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
…
…
そ

 

の
全
体
的
な
解
説
は
、
わ
ず
か
に
、
『国
訳
一
切
経
』
諸
宗
部
七
に
み
え
る

(
2
)

『
楽
邦
文
類
』
に
附
さ
れ
た
林
五
邦
氏
の
解
題
だ
け
で
あ
ろ
う
。

と
言
わ
れ
る
。

こ
の
事
情
は
現
在
ま
で
変

っ
て

い
な
い
。

そ
こ
で
ま
ず
、
本
書

の
構
成

・
内
容
な
ど
の
概
要
と
林
五
邦
氏
の
評

(3
)

価
を
要
出
し
て
、
本
稿

の
意
図
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

『
楽
邦
文
類
』
五
巻
は
、
天
台
僧
宗
暁
が
数
年
を
か
け
て
資
料
蒐
集

(4
)

に
奔
走
し
、
慶
元
六
年
 
(
一
二〇
〇
)
 に
完
成
し

て
い
る
。
そ

の
構

成

(
5
)

は
経
論
以
下
詩
詞
に
至
る
十
四
科
二
四
八
文
類

の
集
成
で
、
内
容
は
盧

山
慧
遠
の
宗
風
を
再
現
し
よ
う
と
し
て
、
主
に
盧
山

・
天
台
浄
土
教
に
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関
す
る
文
書
を
収
録
し
て
い
る
。
後
世
の
影
響
と
し
て
は
、
中
国
で
は

『
仏
祖
統
紀
』
『
往
生
集
』
、
日
本
で
は
親
鷲

『
教
行
信
証
』
な
ど
十
数

部
に
引
用
さ
れ
、
そ

の
影
響
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
更
に
本
書
は
、

す
で
に
散
逸
し
た
多
数
の
資
料
が
認
め
ら
れ
、
宋
代
浄
土
教
、
と
く
に

居
士
仏
教

に
つ
い
て
の
重
要
な
典
籍
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
知
ら
さ
れ
て

い
る
。

 
似
上

の
諸
点
は
、
そ
の
ま
玉
浄
土
思
想
史
の
上
で
の
本
書

の
意
義
と

し
て
も
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
「
楽
邦
文
類
解
題
」
で
は
、
以
上
の
諸
点
を
指
摘

し
な

が
ら
、
そ

の
中
で
本
書
の
欠
点
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て

(6
)

い
る
。然

ら
ば

一
体

楽
邦
文
類

は
、
支
那

に
於
け

る
浄

土
教

の
史
籍

の
中

で
、
如

何
な
る
地
位

を
占

め
る
も

の
で
あ

る
か
と

い
ふ
に
…
…
、

た
と

ひ
支
那
浄

土
教
史
研
究

の
第

一
資
料

た
る
こ
と

は
出
来
な

い
に
し
て
も
、

そ

の
取
扱

ひ
方
如
何

に
よ

っ
て
は
、
最
も
有
力
な
傍
証
と
な

る
…
…
。

・
本
書
は
単
な

る
文

の
抄
出
転
載

の
み
で
な
く
、

屡

々
引
文

の
後

に
批
評
を

加

へ
て
ゐ
る
。
…
…
然

し
も
と

よ
り
こ
は
単

に
批
評
を
加

へ
た
文

の
引
用

・で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
程
重
要
視
す

る
価
値

は
少
な

い
…
…
。

・

(本
書

の
内
容

は
)
、
著
し
く
思
想
的

に
貧
し

い
も

の
で

あ

り
…
…
。

即

ち
そ

の
文

は
多
く
生
即
無
生
、

唯
心

の
弥
陀
、

己
心

の
浄
土

に
就

い
て
反

覆

し
て
ゐ
る
も

の
で
あ

っ
て
、
徒

ら
に
論
を
重
ね
て
少
し
も
深
ま
る
こ
と

が

な
い
。

こ
の
よ
ヶ
な
多
少
酷
し
い
評
価
が
、

こ
れ
ま
で
多
く

の
研
究
者
が
部

分
的
に
は
言
及
し
て
も
、
全
体
的
な
研
究
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
大
き
な

理
由
と
思
わ
れ
る
。

 
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
本
書
は
中
国
浄
土
思
想
全
体
の
特
徴
を
顕
著
に

示
し
、
そ
の
幾

つ
か
の
資
料
は
第

一
資
料
た
り
う
る
こ
と
、
宗
暁
の
批

評
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
中
国
に
お
け
る
主
要
な
浄
土
観
、
唯

心
浄
土
思
想
を
確
立
し
た
書
で
あ
る
こ
と
を
、
浄
土
経
論

の
査
定
、
中

国
浄
土
教

の
系
譜
、
唯
心
浄
土
思
想
の
確
立
の
三
点
を
挙
げ
て
論
証
し

よ
う
。

二
 

浄
土
経
論

の
査
定

ま
ず
第

一
は
、
本
書
は
中
国
に
お
い
て
浄
土
経
論
が
何
か
を
査
定
し

(
7
)

た
唯

一
つ
の
書
と
い
う
点
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
法

然

の
 
<
三
経

一

(
8
)

論
>
 が
有
名
で
あ
る
が
、
イ
ソ
ド

・
中
国
で
は
そ
れ
が
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
。

宗
暁
は
本
書
第

丁
巻
で

「
大
蔵
専
談
浄
土
経
論
目
録
」
と
し
て
十
六

部
、
続
い
て

「
経
凡
四
十
六
処
」
「呪
凡
一
十
道
」
「
論
凡
六
処
」
の
要

文

を

(9
)

挙
げ
、
そ

の
幾

つ
か
に
諸
師
の
解
釈

・
自
ら
の
批
評
を
附
記
し
て
、
査

定

の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
そ
の
附
註
に
よ
っ

て
、
誰
れ
が
そ
の
経
論
を
浄
土
思
想
と
考
え
た

の
か
、
そ
の
経
論
の
解

釈
が
ど
う
変

っ
て
い
っ
た
か
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
諸
師

の
解

釈

・
宗
暁

の
批
評
を
重
視
す
べ
き
と
い
う
の
は
こ
の
理
由
に
よ
る
。

『楽
邦
文
類
』
の
浄
土
思
想
史
的
意
義
 (柴

田
)
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『楽
邦
文
類
』
の
浄
土
思
想
史
的
意
義
 
(柴

田
)

そ
こ
で
、
宗
暁
が
査
定
し
た
浄
土
経
論

の
主
な
特
徴
を
挙
げ
る
と
、

第

一
に
、
そ
の
部
数
は
四
〇
部
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
に
同
等

の

価
値
を
置

い
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
そ
の
中
で
も
 
<浄
土
三
部
経
>
 の

(
1
0
)

要
文
が
最
も
多
い
が
、
日
本
の
よ
う
に
そ
れ
の
み
を
正
依
と
し
て
い
な

い
点
に
特
徴
が
あ
る
。
第
二
に
、
呪

〔陀
羅
尼
〕
が

一
〇
部
認
め
ら
れ

る
。
中
で
も

『浄
土
神
呪
』
が

『
阿
弥
陀
経
』
の
後
に
読
諦
さ
れ
る
形

式
は
、
敦
焼
写
本
か
ら
今
日
の
中
国
仏
教
圏

で
も
行
わ
れ
る
中
国
の
代

(
1
1
)

表
的
仏
教
儀
礼
で
あ
る
。
第
三
に
、
わ
れ
わ
れ
に
は
浄
土
経
論
と
は
阿

弥
陀
仏

・
極
楽
に
つ
い
て
説
く
と
い
う
前
提
が
あ
る
が
、
宗
暁
の
査
定

に
は
全
く
阿
弥
陀
仏

・
楽
楽
を
説
か
な
い
経
典
が
認
め
ら
れ
る
。『
文
殊

(
1
2
)

般
若
経
』
『大
集
経
日
蔵
分
』
な
ど
で
あ
る
が
、
宗
暁
は
夫
々
に
智
顕

・
堪
然

・
遵
式

の
解
釈
を
附
記
し
て
、
浄
土
経
典
と
査
定
す
る
。
第
四

(
1
3
)

に
、
こ
れ
ら
の
中
に
疑
経

・
古
秩
経
が
認
め
ら
れ
る
。
か
つ
て
偽
物
と

排
斥
さ
れ
た
疑
経
は
、
今
日
で
は
む
し
ろ
そ
れ
を
創
作
し
た
時
代
社
会

の
実
態
を
端
的
に
示
す
も
の
と
評
価
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
中
国
浄
土

教
に
お
い
て
も
、
そ
の
隠
さ
れ
た

一
面
を
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

 
以
上

の
特
徴
を
浄
土
思
想
史
に
重
ね
合
わ
す
と
、

イ
ソ
ド
と
も
日
本

と
も
異
な
る
中
国
独
自
の
諸
相
が
知
ら
れ
る
。

イ
ソ
ド
浄
土
思
想
の
研

究
は
、
原
始
浄
土
思
想
、
龍
樹

・
天
親
 
(世
親
)
 な
ど
の
浄
土
思

想

を

除

い
て
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
分
野
は
多
い
が
、
そ
の
基
礎
的
資

料
は
阿
弥
陀
仏

・
極
楽
に
言
及
す
る
梵
蔵
本
、
漢
訳
経
論
二
九
〇
部
で

(
1
4
)

あ
ろ
う
し
、
日
本
で
は
 <
三
経

一
論
>
 が
正
依
で
あ
る
か
ら
、
阿
弥
陀

仏

・
極
楽
に
言
及
し
な
い
、
浄
土
思
想
と
解
釈

〔会
通
〕
さ
れ
た
経
典

・
疑
経

・
古
秩
経
な
ど
は
中
国
独
自

の
浄
土
経
論
で
あ
る
。

 
更

に
、
宗
暁
の
査
定
を
中
国
に
限

っ
て
み
る
と
、

こ
れ
ら
の
特
徴
は

そ
の
ま
ゝ
浄
土
思
想
史
全
体
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宗
暁

は
、

こ
れ
ら
の
浄
土
経
論
を
恣
意
的
に
査
定
し
た
の
で
な
く
、
そ
れ
ま

で
の
歴
史
の
中
で
誰
れ
か
が
浄
土
経
論
と
解
釈
し
た
要
文
を
挙
げ
、

か

つ
、
そ
の
幾

つ
か
に
解
釈
も
添
え
た
。
従

っ
て
、
宗
暁
の
査
定
し
た
浄

土
経
論
は
そ

の
ま
玉
中
国
浄
土
思
想
史

に
お
け
る
重
要
な
浄
土
経
論
な

の
で
あ
る
。

三
 
中

国
浄
土
教

の
系
譜

第
二
に
、
本
書
は
中
国
浄
土
教

の
系
譜
を
最
初

に
主
張
し
た
と
い
う

点
で
あ
ろ
。

宗
暁
は
、
本
書
第
三
巻
で
、

蓮
社
始
祖
麗
山
遠
法
師
伝

蓮
社
継
祖
五
大
法
師
伝

蓮
社
之
立
、
既
以
遠
公
為
始
祖
。
自
師
帰
寂
、
抵
今
大
宋
慶
元
五
年
己
未

(
一
一
九
九
年
)
、凡
八
百
九
年
。

中
間
継
此
道
者
乃
有
五
師
。

一
日

(
1
5
)

善
導
師
、
二
日
法
照
師
、
三
日
少
康
師
、
四
日
省
常
師
、
五
日
宗
蹟
師
。

と
主
張
す
る
。

わ
れ
わ
れ
が
中
国
浄
土
思
想
を
歴
史
的
発
展

と
み
て
辿
ろ
う
と
す
る

と
、
幾
つ
か
の
細
い
短
か
い
流
れ
は
あ

っ
て
も
、

諸
宗
の
よ
う
な
師
資

-104-



相
承
の
太
く
長
い
共
通
の
思
想
が
な
い
点
で
困
惑
す
る
。
中
国
浄
土
思

想
の
特
徴

は
多
様
性
に
あ
る
。
こ
の
多
様
性

・
異
質
性
を
鋭

く

見

抜

き
、
主
要
な
思
想
を
大
胆
に
分
折
し
た
の
が
、
法
然
の
慧
遠
流

・
慈
慰

流

・
善
導
流
、
所
謂
 
<浄
土
三
流
>
 で
あ

り
、
善

導

流

の
 <浄
土
五

(
1
6
)

祖
>
 で
あ

る
。
こ
の
査
定
は
、
思
想
的
だ
け
で
な
く
、
地
理
的
年
代
的

(
1
7
)

に
も
、
中
国
浄
土
教

の
歴
史
と
相
応
す
る
も
の
と
後
に
立
証
さ
れ
、
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
宗
暁
の
査
定
は
、
善
導
を
以

て
慧
遠
流

の
第
二
祖
と
な
し
て
い
る
こ
と
は
、
甚
だ
解
し
難
い
こ
と
と

批
判
、
あ
る
い
は
無
視
さ
れ
て
い
た
の
が
、

こ
れ
ま
で
の
見
解
と
思
わ

れ
る
。

(
1
8
)

 

こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
な
機
会
に
詳
論
し
た
の
で
、
そ
の

要
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。
ま
ず
、

法
然
の
 <浄

土

三
流
>

は
、
慧
遠

・
慈
慰

・
道
紳
善
導
、

夫
々
の
思
想
的
異
質
性
不
同
性

〔諸

家
不
同
〕
を
指
摘
し
た
の
で
あ
り
、
<
浄
土
五
祖
>
 は
そ
の
中
の
善

導

流
の
正
統
性
を
最
も
権
威
あ
る

『
高
僧
伝
』
だ
け
を
根
拠
に
立
証
し
た

(
1
9
)

の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
法
然
の
思
想
的
読
み
の
深
さ
と
資
料
の
厳
正

さ
に
は
卓
越
し
た
も
の
が
あ
り
、
中
国
人
に
は
な
し
え
な
か
っ
た
創
見

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
然
の

査
定
は
中
国
浄
土
教
全
体
の
流
れ
の
中
で
、
系
譜
を
意
図
し
た
も
の
で

は
な
い
点
が
明
ら
か
に
宗
暁
と
異
な

っ
て
い
る
。

 

一
方
、

宗
暁
の
査
定
は
、
そ
れ
ま
で
の
多
様
な
浄
土
思
想
を
と
も
か

く

一
つ
の
系
譜
で
繋
ぐ
こ
と
を
意
図
し
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ

り
、
盧
山
慧
遠
流
の
再
興
と
い
う
起
点
か
ら
、
般
舟
三
昧
行
法
と
い
う

共
通
の
線
で
、
善
導

・
善
導
の
後
身
法
照

・
後
善
導
の
少
康
と
主
張
し

た
。
従

っ
て
、
法
然

・
宗
暁
の
見
解
は
夫
々
目
的
意
図

・
根
拠

の
資
料

が
全
く
異
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
同
時
代
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

安
易
に
比
較
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
誤
解
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
宗
暁
の
査
定
は
、
そ
れ
ま
で
の
浄
土
教
を
共
通
す
る
思
想
で
繋
ご

(
2
0
)

う
と
し
た
点
で
、
浄
土
思
想
史
の
上
で
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
な

お
、
そ
の
後
の
中
国
で
は
、
宗
暁
の
査
定
か
ら
志
盤
の
蓮
社
七
祖
説
、

更
に
第
八
祖

・
九
祖

・
十
祖
か
ら
第
十
三
祖
と
加
え
ら
れ
、
近
代
に
至

(
2
1
)

っ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
後
の
影
響
が
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
知
ら
れ
よ

う
。

四
 
唯

心
浄
土
思
想

の
確
立

 
第
三
に
、
思
想
史
的
に
最
も
重
要
な
点
は
、
本
書
は
中
国
浄
土
思
想

史
の
上
で
主
流
の
浄
土
観
、
唯
心
浄
土
思
想
に

つ
い
て
、
実
に
豊
富
な

資
料
を
提
供
し
確
立
さ
せ
た
点
で
あ
る
。

 
唯
心
浄
土
思
想
は
、
こ
れ
ま
で
善
導

の
指
方

立
相
論
の
立
場
か
ら
批

判
さ
れ
、
従

っ
て
、
日
本
で
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
浄
土
思
想
史
全
体
の
中
で
は
、
善
導

の

指
方
立
相
論
よ
り
も
は
る
か
に
大
勢
を
占
め
、
永
い
歴
史
を
持

つ
思
想

で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
、
中
国
に
お
い
て
初
め
て
成
立
し
た
思
想
で
、

そ
の
最
初
の
提
唱
者
は
永
明
延
寿
 
(九
〇
四
-
九
七
五
)
 と

さ

れ

て

い

『楽
邦
文
類
』
の
浄
土
思
想
史
的
意
義
 (柴

田
)
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る
。
そ
れ
ゆ
え
、
延
寿
な
ど
の
個
々
の
研
究
は
あ

っ
て
も
、
そ
の
総
合

的
成
果
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

 
と
こ
ろ
が
、
本
書
に
は
、
唯
心
浄
土
思
想

・
そ
の
先
行
資
料
な
ど
が

(
2
2
)

豊
富
に
認

め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
年
代
的
に
整
理
し
、
歴
史
的
に
辿
る

と
、
以
下

の
諸
点
が
明
ら
か
に
な
る
。

ま
ず
、

唯
心
浄
土
思
想

の
典
拠

・
源
流
と
し
て
の
経
論

は
、
『維

摩

経
』

の

「
心
浄
土
浄
説
」
、
『華
厳

経
』

の
 <唯

心

偶
>
、
『観

経
』
の

「是
心
是
仏
」
な
ど

の
経
文
で
あ
り
、
本
来
は
諸
仏
の
唯
心

・
諸
仏
浄

土
の
唯
心
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
イ
ソ
ド
弥
陀
浄
土
教
に
は
全
く
認
め

(
2
3
)

ら
れ
な
い
思
想
で
あ
る
。

 
中
国
に
入
る
と
、
多
く

の
諸
師
は
諸
仏
浄
土
を
分
折
し
、
「法
性
土
・

常
寂
光
土
」
を
最
高
と
し
、
弥
陀
浄
土
を

「
応
土

・
凡
聖
同
居
土
」
と

(
2
4
)

低
く
考
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
善
導
が
諸
師

の
見
解

を
 
"古
今
楷

(
2
5
)

定
"
 し
て
、
報
土
説
を
確
立
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
中

国
仏
教
全
体

の
流
れ
の
中
で
は
、
善
導
に
楷
定
さ
れ
た
諸
師

の
浄
土
観

が
大
勢
を
占
め
て
お
り
、
や
が
て
、
弥
陀
浄
土
教
と
り
わ
け
天
台
浄
土

教
が
盛
ん
に
な
る
と
、
本
来
、
諸
仏
浄
土
の
唯
心
が
弥
陀
浄
土

の
唯
心

(
2
6
)

と
転
釈
さ
れ
、
五
代

・
宋
代
に
明
確
な
体
系

へ
と
変
貌
す
る
。

 
本
書
に
は
、
唯
心
浄
土
思
想

の
典
拠
と
な

っ
た
経
論
、
そ

の
後

の
天

台

・
華
厳

・
禅
系
な
ど

の
浄
土
観
の
変
遷
、
夫

々
の
主
張
の
理
由
、
唯

心
浄
土
と
西
方
浄
土
の
会
通
と
対
立
な
ど
が
豊
富
な
資
料
か
ら
読
み
取

れ
る
。

 

こ
の
よ
う
に
、
唯
心
浄
土
思
想
は
中
国
仏
教
全
体
の
中
で
発
酵
し
、

宋
代
に
確
立
す
る

一
大
思
想
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
紙
数

の
関
係

で
、
本

書
が
こ
の
思
想

の
一
つ
の
帰
着
点
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
後

に
展
開
す

(
2
7
)

る
出
発
点
の
意
義
を
持

つ
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

お
わ
り

に

 
以
上
、
『
楽
邦
文
類
』
の
諸
相
の
中
か
ら
、
浄

土
経
論

の
査

定
、
中

国
浄
土
教
の
系
譜
、
唯
心
浄
土
思
想

の
確
立
の
三
点
に
つ
い
て
、
浄
土

思
想
史
の
上
で
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持

つ
か
を
考
え
た
。
本
書
を
日
本

浄
土
教
の
立
場
で
、
あ
る
い
は
、
た
父
の
資
料
集
と
読
む
な
ら
、
前

の

解
題
で
酷
評
さ
れ
た
評
価
に
も
な
る
が
、
宗
暁

は
尼
大
な
数
量
の
関
係

資
料
の
中
か
ら
、
苦
心
惨
憺
し
て
楽
邦

の
文
類
を
抄
出
し

た

の

で

あ

り
、
夫
々
を
歴
史
の
上
に
配
置
し
、
従
来
の
研
究
を
加
味
す
る
と
、
そ

の
ま
瓦
が
中
国
浄
土
思
想
史
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。

 
中
国
浄
土
教

の
特
徴
は
、
思
想
的
に
も
形
態
的
に
も
、
多
様
性
に
あ

る
。
そ
の
多
種
多
様
な
細
い
線
と
点
を

一
本
の
太
い
線
で
繋
こ
う
と
意

図
し
、
し
か
も
、
イ
ソ
ド
と
も
日
本
と
も
異
な

る
中
国
浄
土
思
想
の
様

相
を
顕
著

に
示
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
個

々
の
浄
土
思
想
を
取
り
上

げ
る
と
、
善
導
を
は
じ
め
秀
れ
た
思
想
家
は
多

い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ

け
多
く

の
文
類
を
提
供
し
、
中
国
浄
土
思
想
全
体
の
特
徴
を
示
し
た
も

の
は
外
に
無

い
で
あ
ろ
う
。

1
 
本
稿
で
用
い
る

「浄
土
思
想
」
の
概
念
は
、
字
義
ど
お
り
、
浄
土
に
関
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す
る
思
想

・
教
義

・
教
理
を
意
味
し
、
「浄
土
教
」
と
い
う
場
合
は
浄
土

思
想
を
含
め
た
実
践

・
信
仰
な
ど
の
広
義
の
形
態
を
意
味
す
る
。

2
 
野
上
俊
静

「『楽
邦
文
類
』
の
序
に
つ
い
て
」
『中
国
浄
土
教
史
論
』
一

一一二
頁
。

3
 
林
五
邦
「楽
邦
文
類
解
題
」
『国
訳

一
切
経
』
諸
宗
部
七
、
一
-
一
八
頁
。

4
「

楽
邦
文
類
序
」
注
大
献
、
「西
資
社
同
誓
文
」
師
友

の
細
註
、
「後

序
」
善
月
 (大
正
四
七
・
一
四
九
上
、
一
七
九
中
、
二
二
九
上
)
。な
お
、

本
書
撰
集
の
四
年
後
、
そ
の
他
の
遺
文
を
集
録
し
て
、
『楽
邦
遺
稿
』
二

巻
が
撰
集
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
取
上
げ
な
い
。

5
『

楽
邦
文
類
』
の
組
織
と
引
用
数

巻

一
、
経

四
五
、
呪

一
〇
、
論

六
。

巻
二
、
序
賊
三
二
、
文
 

一
三
、
讃

一
七
。

巻
三
、
記
碑

一
九
、
伝

一
四
。

巻
四
、
雑
文
三
四
。

巻
五
、
賦
銘

三
、
偶

六
、
頒
二
〇
、
詩
二
二
、
詞

七
。

6
 
林
五
邦
、
前
掲
解
題
、
七
、
八
、
一
三
頁
。

7
 
こ
の
点
は
、
中
国
に
お
い
て
浄
土
経
論
を
査
定
す
る
資
料
、
た
と
え
ば

『浄
土
論
』
巻
中
 
(「十
二
経
七
論
」
大
正
四
七
・
九

一
下
-
九
七
上
)
、

『釈
浄
土
群
疑
論
』
巻
七
 (「念
仏
証
拠
章
」
大
正
四
七
・
七
三
中
)
 な
ど

と
較
べ
れ
ば
、
容
易
に
納
得
さ
れ
よ
う
。

8
 
法
然

『選
択
集
』
(『浄
土
宗
全
書
』
巻
七
、
五
-
六
頁
)
。

9
 
大
正
四
七
・
一
四
九
下
-
一
六
五
上
。

10
 
主
な
経
典
の
引
用
数
は

『
無
量
寿
経
』
一
〇
処
、
『観
無
量
寿
経
』

六

処
、
『阿
弥
陀
経
』
三
処
、
『華
厳
経
』
三
処
、
『法
華
経
』
二
処
陶
『首
甥

厳
経
』
二
処
で
あ
る
。

1
1
 井
ノ
ロ
泰
淳

「敦
燵
本

『
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
」
『宗
教
研
究
』
第

一
七
七
号
、
鎌
田
茂
雄

『
中
国
の
仏
教
儀
礼
』
一
七
、
四
四
七
-
四
四
九

頁
。

12
『

文
殊
般
若
経
』
『大
集
日
蔵
経
』
『
首
樗
厳
経
』
『守
護
国
界
主
経
』

(大
正
四
七

・
一
五
七
下
、

一
六
〇
上
中
、
一
六
一
上
中
)
。と
く
に
『文

殊
般
若
経
』
の
 "
一
行
三
昧
、
専
称
仏
名
"
 (大
正
八
・
七
三

一
中
)
 の

経
説
は
、
道
紳
の
念
仏
三
昧
 (『安
楽
集
』
巻
下
、
大
正
四
七
・
一
四

下
)
、善
導
の
無
観
称
名
 (『往
生
礼
讃
』
大
正
四
七
・
四
三
九
上
中
)
 な

ど
の
引
証
で
重
要
で
あ
る
。

13
『

随
願
往
生
経
』
『十
往
生
経
』
『目
連
所
問
経
』
『善
信
摩
親
経
』
な

ど
 
(大
正
四
七

・
一
六
〇
上
-
一
六

一
上
)
。拙
稿

「浄
土
教
関
係
疑
経

典
の
研
究
(
一
)
」
『
札
幌
大
谷
短
期
大
学
紀
要
』
第

八
号
、
二
〇
三
-
二
〇

五
頁
。

14
 
藤
田
宏
達

『原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』

一
三
六
-
一
六
四
頁
。

15
 
大
正
四
七
・
二
九
二
中
-
一
九
三
下
。

16
「

浄
土
宗
亦
有
血
脈
。
但
於
浄
土

一
家
、
諸
家
不
同
。
所
謂
雇
山
慧
遠

 
法
師
・
慈
懲
三
蔵

・
道
緯
善
導
等
是
也
。
今
旦
依
道
紳
善
導
之

一
家
、
論

 
師
資
相
承
血
脈
者
、
此
亦
有
両
説
。
…
…
、
二
者
菩
提
流
支
三
蔵
.
 曇
鷲
法

 
師

・
道
紳
禅
師

・
善
導
禅
師

・懐
感
法
師

・
少
康
法
師
矩
阯
鮒
唐
」
『選
択

 
集
』
(『浄
土
宗
全
書
』
巻
七
、
八
頁
)
。な
お
、
「逆
修
説
法
」
コ類
聚
浄

 
土
五
祖
伝
」
『
浄
語
燈
録
』
(『浄
土
宗
全
書
』
巻
九
、
三
八
六
、
四
一
四
、

四

一
八
-
四
三
一
頁
)
 参
照
。

17
 
道
端
良
秀

「中
国
浄
土
教
の
時
代
区
分
と
地
理
的
考
察
」
『中
国
浄
土

 
教
史
の
研
究
』
、小
笠
原
宜
秀

『中
国
浄
土
教
家
の
研
究
』
一
二
四
-
一

 
三
一
頁
。

18
 
拙
稿

「中
国
浄
土
教
の
系
譜
」
『印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
一
号
。

19
 
従
っ
て
、
<都
土
三
流
>
 を
名
実
と
も
に
兼
備
し
、
"善
導
の
後
身
"
 と

 
ま
で
称
さ
れ
た
法
照
す
ら
も
、
『宋
高
僧
伝
』
巻
一二
、
「法
照
伝
」
(大
正

五
〇

・
八
四
四
上
-
八
四
五
上
)
 に
は
善
導
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い

の
で
、
列
祖
と
し
て
い
な
い
。

20
 
中
国
浄
土
思
想
史
か
ら
み
て
、
宗
暁
の
査
定

の
難
点
は
、
そ
こ
に
天
台

浄
土
教
の
諸
師
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
、
天

台
浄
土
教
は
質
量
と
も
に
最
も
大
き
な
分
野
で
あ
る
。
宗
暁
は
自
ら
天
台

僧
ゆ
え
に
、
浄
土
教
に
大
き
な
功
績
と
影
響
を
残
し
た
天
台
諸
師

(智
顎

・
遵
式

・
知
礼
な
ど
)
 に
最
大
の
敬
意
を
示
し
な
が
ら
も
、
系
譜
に
は
含

『楽
邦
文
類
』
の
浄
土
思
想
史
的
意
義
 (柴

田
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め
な
い
。
天
台
諸
師
を
こ
の
系
譜
を
加
え
る
と
、
最
も
太
い
確
か
な
浄
土

思
想
史
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
山
口
光
円

『
天
台
浄
土
教
史
』

一
〇
五
-
一

〇
九
頁
参
照
。

21
 
蓮
宗
十
三
祖
説
は

「慧
遠

・
善
導
・
承
遠
・
法
照
・
少
康

・
延
寿
.
 省

常

・
株
宏

・
智
旭
・
行
策

・
実
賢

・
際
醒
・
聖
量

(印
光
)」
(鎌
田
茂

雄
、
前
掲
書
、
四
六
〇
、
四
八
一
、
六
三
四
、
六
三
入
-
六
四
〇
頁
な

ど
)
 で
あ
る
。
小
笠
原
宣
秀

『
中
国
近
世
浄
土
教
史
の
研
究
』

一
七
九
-

一
八
五
頁
、
牧
田
諦
亮

「善
導
大
師
と
中
国
浄
土
教
」
『中
国
仏
教
史
研

究
』
第
二
、
三
五
〇
-
三
六
七
頁
。

2
2
 主
な
資
料
と
し
て
は
、
「万
善
同
帰
集
操
示
西
方
」
延
寿
、
「復
楊
文
公

 
請
住
世
書
」
知
礼
、
「唯
心
浄
土
説
」
道
深
、
「唯
心
浄
土
文
」
守
訥
な

 
ど
、
四
十
数
部
に
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
を
指
摘
す
る
ゆ
と

り
は
な
い
。

23
 
拙
稿

「指
方
立
相
論
と
唯
心
浄
土
論
の
典
拠

『騰
齪
融
誰
繍
魁
イ
ン
ド
哲

学
と
仏
教
』
(予
定
)
。

24
 
た
と
え
ば
、
望
月
信
亨

『中
国
浄
土
教
理
史
』
九
〇
-
九
九
、
一
〇
七

-
一
一
、

一
一
五
-
一
二
二
頁
な
ど
、
同

『浄
土
教
の
起
源
及
発
達
』

七
六

一
-
七
六
二
頁
、
神
子
上
恵
龍

『
弥
陀
身
土
思
想
展
開
史
論
』
一三

四
頁
以
下
。

25
 
善
導

『観
経
疏
』
巻
一
、
四
 
(大
正
三
七

・
二
五
〇
中
-
二
五
一
上
、

二
七
八
中
)

26
 
拙
稿

「中
国
浄
土
教
に
お
け
る
唯
心
浄
土
説
」
『
宗
教
研
究
』
第

二
五

九
号
。

27
 
筆
者
は
唯
心
浄
土
思
想
の
総
合
的
研
究
を
意
図
し
て
お
り

(前
掲
論

文
、
他
に

「永
明
延
寿
の
唯
心
浄
土
説
」
『印
仏
研
』
第
三
二
巻
第
二
号
)
、

 
詳
細
は
別
に
発
表
予
定
で
あ
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
『

楽
邦
文
類
』
、浄
土
経
論
、
中
国
浄
土
教
の
系
譜
、

唯
心
浄
土
思
想
。

(昭
和
63
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

一
般
研
究
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
)

(札
幌
大
谷
短
期
大
学
教
授
)
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